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「鴨川流域ネットワーク」（仮称）について

資料２



鴨川流域懇談会の基本方針に基づき、

千年の都を流れる鴨川の河川美化啓発活動を

通じて、鴨川流域の地域創生に寄与することを

目的とする。
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１ 「鴨川流域ネットワーク」（仮称） の目的
資料２
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■懇談会の役割
鴨川を対象として、治水、利水、環境といったいわゆる河川の機能面だけでなく、その歴史性や文化性に着目しつつ、鴨

川を巡る様々な課題やその解決の方向性、さらには今後の鴨川のあるべき姿について幅広く議論を行った。
この議論を踏まえた上で、鴨川条例や鴨川河川整備計画が策定された。

■設置年月日：平成１７年３月２６日

■懇談会委員
座 長 中川博次 立命館大学客員教授、京都大学名誉教授
委 員 嘉田由紀子 京都精華大学教授
〃 金田章裕 京都大学副学長
〃 杉江貞昭 鴨川を美しくする会事務局長
〃 田中真澄 鴨川の自然をはぐくむ会代表、岩屋山志明院住職
〃 中村弘子 漆工芸家千家十職塗師第十二代中村宗哲
〃 新川達郎 同志社大学教授
〃 西村明美 柊家株式会社取締役
〃 村田純一 京都商工会議所会頭、村田機械株式会社代表取締役会長
〃 森谷尅久 武庫川女子大学教授
〃 吉澤健吉 京都新聞社編集局次長

（敬称略、委員五十音順）
行政京都府土木建築部長
〃 京都市建設局長

～鴨川流域懇談会について～

■基本方針
・安心・安全の鴨川をめざして
・千年の都・京都の美しい鴨川をめざして
・より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして
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２ 経 過

◆第２９回鴨川府民会議（Ｈ２７．３．４）
鴨川を美しくする会メンバー杉江氏から鴨川基金（仮称）創設提案

◆第３０回鴨川府民会議（Ｈ２７．６．１０）
鴨川基金（仮称）について、今後議題とすることを決定

◆第３１回鴨川府民会議（Ｈ２７．９．１１）
基金事例や使途を紹介し、意見交換

◆第３２回鴨川府民会議（Ｈ２７．１２．１８）
・鴨川基金（仮称）創設に向け、設立準備会発足を決定
・構成メンバーは金田座長、川﨑副座長、新川委員、杉江委員の４人
・事務局は鴨川府民会議事務局

◆鴨川基金設立準備会（第１回Ｈ２８．１．２８、第２回Ｈ２８．３．３）
鴨川流域の地域創生を目的とする「鴨川流域ネットワーク（仮称）」を一

般社団法人として設立し、その資金調達方法として当該社団内に鴨川基
金（仮称）を創設することを、次回鴨川府民会議に提案する旨決定
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３ 一般社団法人「鴨川流域ネットワーク」（仮称） の事業

（１）河川環境保全に関する事業

地元住民、企業、京都府及び京都市が相互に連携し、オール京都
でボランティア等と協働することにより、河川美化啓発イベントや植栽した
樹木の管理などの維持管理支援を行う。

（２）河川ボランティア育成に関する事業

子供たちに河川美化啓発の重要性を学んでもらうことにより、将来の
河川ボランティアの育成を図るため、親子で楽しめる鴨川の清掃活動、
自然観察会及び歴史・文化・環境・防災学習会などを行う。

（３）鴨川基金（仮称）及び賛助会員募集事業

以上のような事業を行うため基金を設け、広く寄附を呼びかける。

・
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府民ぐるみの鴨川環境保全
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取組サポート

河川環境の整備ボランティア参加

鴨川の歴史・文化・環境
資料の保存・公開

鴨川環境学習

鴨川環境保全
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府民意見の提供

河川美化啓発推進・維持管理支援社会貢献評価（宣伝）

鴨川環境保全
調査・研究

鴨川基金（仮称）
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４（１） 河川環境保全に関する事業
地元住民、企業、京都府及び京都市のオール京都で鴨川環境保全の仕組みづくりを行う。
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親子で楽しめる鴨川の清掃活動、自然観察会、歴史・文化・環境・防災学習の
実施

４（２）河川ボランティア育成に関する事業

清掃活動 自然観察会

魚釣り 歴史・環境学習

※参加者に鴨川基金への一口募金募集、個人・団体賛助会員入会勧誘

●主催 一般社団法人鴨川流域ネットワーク（仮称）
●応募 新聞告知による公募（協賛会員募集）

魚掴み 8
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４（２）河川ボランティア育成に関する事業

平成１７年から鴨川のボランティア活動が教科書に掲載

9 出典：新編 新しい社会 ５年下（平成２６年東京書籍）

資料２



鴨川茶店・鴨川納涼・京の七夕等での協賛会員の河川美化協賛ＰＲブースの設置
●鴨川茶店
・主催 鴨川を美しくする会、京都鴨川ライオンズクラブ
・時期 ２０１６年４月９日（土）、１０日（日）予定
・場所 京都府立植物園西側 鴨川左岸（なからぎの道）

●鴨川納涼
・主催 鴨川納涼実行委員会
・時期 ２０１６年８月６日（土）、７日（日）
・場所 鴨川右岸（三条大橋～四条大橋）

●京の七夕（鴨川会場）
・主催 京の七夕実行委員会
・時期 ２０１６年８月６日（土）～１２日（金）
・場所 鴨川右岸（御池大橋～四条大橋）

鴨川茶店 鴨川納涼 京の七夕

※2015年来場者数
鴨川茶店 2日間計 35,000人
鴨川納涼 2日間計 230,000人
京の七夕 10日間計 441,000人（鴨川会場）
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４（３） 鴨川基金（仮称）及び協賛会員募集事業

※参加者に鴨川基金への一口募金募集（個人・団体賛助会員入会勧誘）
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５ 組 織 図

理 事 会

全ての理事で構成し、重要
事項の決定及び決定された
事項の執行

鴨川基金（仮称）運営
委員会
基金活用事業実施計画の
審査

鴨川流域ネットワーク

社員総会

全ての社員で
構成し
・理事及び監事
の選任

・定款変更
・社員の除名
・解散及び残余
財産の処分

などを決議

顧 問

重要な事項について助言

鴨川府民会議

府民意見の提供

会 員

・会費の提供
・ボランティア参加
・ボランティア育成
事業に参加、協力

・意見の提供
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◆協賛会員 目標３０団体（年会費 一口 ３００，０００円）

この法人の目的に賛同して入会した団体又は個人で理事会で承
認された者

地元マスメディアや鴨川茶店・鴨川納涼・京の七夕等を通じて当
団体の河川美化啓発に協賛いただいていることをＰＲ

◆団体賛助会員 目標３００団体（年会費 一口 １０，０００円）
この法人の事業を賛助するため入会した団体

鴨川の清掃活動への作業用品貸与や回収したごみの処理を実施

◆個人賛助会員 目標２０００人（年会費 一口 １，０００円）
この法人の事業を賛助するため入会した個人
鴨川河川美化啓発オリジナルステッカーを配付

親子で楽しめる河川美化啓発事業をメールで配信し、一般公募よ
り優先参加
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６ 会員の種類と目標
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平成２７年１２月 第３２回鴨川府民会議で基金のイメージ図提案

平成２８年１月 一般社団法人設立準備会設置（構成メンバー：金田座長、京都府等）

平成２８年 ４月以降 一般社団法人 鴨川流域ネットワーク（仮称） 設立

平成２８年４月以降：基金募集、事業実施、公益法人認定申請準備

平成３０年 ４月 目標：公益社団法人に移行

平成２８年３月 第３３回鴨川府民会議で設立準備会の案提示
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７ 一般社団法人設立までのスケジュール
資料２


